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協
会
活
動
状
況

(特
別
の
記
載
の
な
い
も

の
は
、
す

ぺ
て
会
場

は
事
務
所
に
お
い
て
。
)

●
昭
和

五
十
六
年

一
月
二
十
六
日

(
月
)

さ
き

に
検
討

し
て
い
た

「
知
床

国
立

公
園

の

自
然
保
護

に
関
す

る
要
望
書
」

(内
容

は
前
号

に
て
紹
介
ず

み
)
を
北
海
道
生
活
環
境
部
長

と

自
然
保
護
課
長

あ
て
提
出
す
る
と
と
も
に
、
関

係
方
面

へ
発
送

し
た
。

●
二
月
十
六
日

(
月
)

会
報
第
三

六
号

で
き
あ
が
る
。

●
二
月

二
十

一
日

(
土
)

常
任
理
事
会

出
席
者

新
妻
、
門
脇

、
狩
野

、
加
藤

、
滝

口
。主

な
議
題

一
、
第
十

二
回
北
海
道

自
然
保
護

シ
ソ
ポ

ジ

ュ

ー
ム
に
つ
い
て

二
、
日
高
中
央
横
断
道
路
反
対
決
起
集
会

に

つ

い
て

三
、
五
十
五

年
度

の
収
支
決
算

の
み
と
お
し

に

つ
い
て

四
、
本
会

の
P
R
誌

の
作
成

に
つ
い
て

五
、
団

体
会

員
に
対
す

る
会
費

の
増

口
運

動

に

つ
い
て

●
三
月

二
十
三
日

(
月
)

会
誌
第

二
〇
号

(道

路
特
集
)
を
会

員
お
よ

び
関
係
方
面

に
発
送
し
た
。

●
三
月

二
十
三
日

(
月
)

常
任
理
事
会

出
席
者

新
妻

、
狩
野
.
長
谷

川
、
滝

口
。

主
な
議
題

一
、
団
体
会
員

に
対
す

る
増

口
依
頼
文

の
検
討

二
、
本
会

の
P
R
誌

に

つ
い
て
の
文
案
検
討

三
、
昭
和
五
十
六
年
度

の
通
常
総
会

の
日
時

を

五
月
十
六

日
と
し
、
会
場

の
交

渉
を
す
す
め

る
こ
と

に
し
た
。

四
、
五
十
五
年
度

の
収
支
決
算

と
五
十

六
年
度

の
収
支
予
算

に
つ
い
て
の
主
な
点

に
つ
い
て

検
討
し
、
次
回

の
常
任

理
事
会

ま
で
に
案

を

作
成
す

る
こ
と

に
し
た
。

●
三
月
三
十

一
日

(
火
)

自
然
観
察
指

導
員
講

習
会
を
北
海
道

が
後
援

す

る
旨
通
知
が
あ

っ
た
。

●
四
月

一
臼

(
水
)

自
然
観
察
指

導
員
講

習
会
を
真
狩
村
も

、
地

元
と
し

て
後
援

す
る
旨
通

知
が
あ

っ
た
。

●
四
月
三
日

(
金
)

(財
)
日
本
自
然
保
護
協
会

の
工
藤
父
母
道
氏

を
迎
え
、
自
然
観
察
指
導
員
講

習
会

の
打
合

せ

を
行

な

っ
た

(本
会

よ
り
の
出
席
者

新
妻
副

会
長

と
事
務
局
)
。

●
四
月
六
日

(
月
)

自
然
観
察
指
導
員
講
習
会
を
、
北
海
道

教
育

委
員
会
も
後
援
す

る
旨
通
知
が
あ

っ
た
。

●
四
月

二
十

二
日

(
水
)

常
任
理
事
会

出
席
者

八
木
、
新
妻
、
狩
野
、
長
谷

川
、

滝

口
。

主
な
議
題

一
、
五
十
五
年
度

の
収

支
決
算

に
つ
い
て

二
、
五
十
六
年
度

の
収

支
予
算

に
つ
い
て

●
四
月
二
十
九
日

(
水
)

自
然
観
察
指

導
員
講

習
会

現
地
打
合
会

出
席
者

工
藤
父
母
道

、
八
木
、
宗
像
、
梅

木

、
進
藤

、
島
田
、
後
志
支
庁
よ
り
大
野
、
金

野

、
真
狩
村

よ
り
筒
井

の
各
氏

が
現
地

に
集
合

し
、
野
外
実
技
指
導

の
カ
所
選
定
や
講
習
会

の

進

め
方

に
つ
い
て
協
議

し
た
。

●
五
月
十

日

(
日
)

ウ

ト
ナ
イ
湖
サ
ン
ク
チ

ュ
ア
リ

・
オ
ー
プ

ン

第

一
号

サ
ン
ク
チ

ュ
ア
リ
ー
と
し
て
、

い
よ

い
よ
五
月
十

日
よ
り

一
般
公
開
と
な

っ
た
。
休

館

日
は
毎
週
火
曜
日
、
開
館

時
間
は
九
時

よ
り

一
七
時
ま

で
。
入
場
は
無
料
。

●
五
月
十
六
日

(
土
)

第
八
十
四
回
理
事
会

出
席
者

八
木
、
門
脇

、
新
妻

、
長
谷

川
、

加
藤

、
狩
野
、
門
村
、
赤
嶋

、
田
尻
、
山
本

、

泉
。

議

題

一
、
五
十
五
年
度
事
業

、
収
支

決
算
報

告

二
、
五
十
六
年
度
事
業

、
収
支

予
算
案

三
、
新
入
会

員

の
承
認

四
、
そ

の
他

●
五
月
十
六

日

(土

)

通
常
総
会

別
記

の
と
お
り
開
催

さ
れ

た
。

●
五
月
十
九

日

(
火
)

常
任
理
事
会

出
席
者

八
木
、
新
妻
、
長
谷

川
、
狩
野
、

大
山

。
な
お
、
昨
年
当
協
会

で
実

施
し
た
委
託

調
査

を
担
当

し
た
石
川
、
阿
部
、
大
泰
司
、
鮫
島

、

高
畑

、
辻
井

の
各
氏
も
出
席
し
、
各

調
査

の
内

容

及
び
結
果

に

つ
い
て

い
ろ

い
ろ
と
意
見

の
交

換

が
行
な
わ
れ
た
。

● ヱ ・



北
海
道
自
然
保
護
協
会

昭
和
五
十
六
年
度

通

常

総

会

昭
和
五
十
六
年
度
の
総
会
は
、
五
月
十
六
日

(土
)
午
後
二
時
か
ら
北
海
道
婦
人
文
化
会
館

で
開
催
、
五
十
五
年
度
の
事
業
な
ら
び
に
収
支

決
算
報
告
、
五
十
六
年
度
事
業
計
画
案
な
ら
び

(5,916,643)円

3,835,200

420,596

64,260

157,260

171,680

90,745

61,000

160,678

51,278

848,701

2,500

32,500

1,805

18,440

(1,113,421)

(300,000)

(1,127)

7,331,191

に
収
支

予
算
案

が
審
議
さ
れ
た
結
果
、
原
案

ど

お
り
承
認

さ
れ
た
。

な
お
、
終
了
後

、
ス
ラ
イ
ド
を
中
心
と
し
た

「
イ
ン
ド

の
自
然
」
と
題
す
る
会
長

の
講
演

が

行

な
わ
れ

た

昭 和55年 度 収 支 決 算 書(55.4.1.～56.3.31)

一一般会計t

部の出支部の

当

費

費

費

費

費

費

費

費

料

課

費

料

費

額

脚繋

離

ワ
凱

給

福

会

旅

通

消

印

燃

光

賃

租

諸

支

雑

般

入

次

管

一
繰

k

(
(

(108,500)円

108,500

(4,020,000)

1,190,000

2,830,000

(103,500)

103,500

(56,090)

(139,998)

67,563

72,435

(1,641,924)

1,641,924

(1,261,179)

収 入

(基本財産運用収入)

基本財産利息収入

(会費収 入)

個 人 会費 収 入

団体会 費 収 入

(事業収 入)
一 般事 業 収 入

(寄付金収入)

(雑 収 入)

受 取 利 息

雑 収 入

(繰入金収入)

特別会計繰入金

(前期繰越収支差額)

計合7,3311191計合

特別会計Z

部の出支部の入収

2,000,000円

1,800,000

200,000

4,779,700

3,343,700

1,436,000

5,924

道 庁調査

調 査 費
一般会計繰入金

会社 調査

調 査 費
一般会計繰入金

そ の 他 i

搬 会計繰入金}

2,000,000円

4,779,700

5,924

道庁調査 受託金

会社調査 受託金

受 取 利 息

6,785,624計合6,785,624計合

□
受
託
調
査
事
業
の
概
要

●
石
狩
川
中

・
下
流
域

(
神
居
古
潭
よ
り
下

流
)
に
お
け

る
鳥
類
生
息
調
査
報
告
書

一
、
河
川
敷

の
鳥

河

口
域
を
除
く

流
域

で
は
五
四
種

が
記
録
さ

れ
た
が
、

ス
ズ
メ
目

の
種

が
六
七

%
と
最
も
多

く
、

コ
ウ

ノ
ト
リ
目
、
ガ
ソ
カ
モ
目
、

ツ
ル
目

チ
ド
リ
目
な
ど
の
水
辺
性

の
種

が
比
較
的

に
多

い
こ
と
も
特
徴
的

で
あ

る
。
生
息
密
度
は
、
高

い
場
所

で
は
㎞
当

り
二
〇
羽
を

こ
え
る
。

二
、
河

口
域

に
お
け

る
水

・
渉
禽
類

陸
性

の
鳥
と
と
も

に
水
鳥
類

が
多
く

、
三
年

間

の
調
査

で
八
八
種

が
記
録
さ
れ
た
。

こ
の
う

ち
水

・
渉
禽
類

は
五
五
種

が
記

録
さ
れ
、
中

で

も

シ
ギ
、

チ
ド

リ
類

は
、
三
〇
種

が
記
録
さ
れ

た
。
石
狩
川
河

口
は
、

シ
ギ

、
チ
ド

リ
類
を
中

心
と
す
る
水

・
渉
禽
類

の
渡
来
地

と
し
て
特
徴

づ
け
ら
れ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

な
お
、
石
狩
川
中

・
下
流
域

で
記
録
さ
れ
た

鳥
類

一
一
五
種

の
リ
ス
ト
と
二
四
種

の
カ
ラ
ー

写

真
も
添
え
ら
れ
て

い
る
。

(発
行
者
↓

廻
自
然
保
護
協
会
、
三

二
頁
、
図

二
二
、
表
三
。
調
査
担
当
ー

島
田
明
英
氏
)

●
積
丹

・
古
平
地
区
植
生
調
査

積
丹
町
、
古
平
町

に
ま
た
が

る
約
七
〇
〇

㎞

の
植
生
調
査

で
あ
る
。

一
、
川
上
地
区

の
美

国
川
沿

い
の
平
坦
地

は
、

耕
地
跡

に
再
生
し
た

ノ
リ
ウ
ツ
ギ

、
チ

シ
マ
ザ

サ
群
落
が
分
布

し
、
美
国
川

か
ら
少
し
離
れ

た

と
こ
ろ
は
、

ヤ
マ

ハ
ン
ノ
キ
、
オ
ノ

エ
ヤ
ナ
ギ

ヤ
チ
ダ

モ
、

マ
カ
バ
、

ハ
リ
ギ

リ
、

ミ
ズ

ナ
ラ

ホ
ウ
ノ
キ
な
ど
を
混

え
る
広
葉
樹

林
と
な

っ
て

い
る
。

2●



昭 和56年 度 収 支 予 算 案(56.4.i.～57.3.31)

1.一 般 会 計

支 出 の 部収 入 の 部

(6,091,000)円

4,003,700

421,000

65,000

160,000

175,000

90,000

60,000

161,000

52,000

850,000

2,500

34,500

10,000

1,800

4,500

(1,560,000)

(100,000)

(400,000)

(306,000)

158,000

148,000

(0)

0

(管 理 費)

当

費

費

費

費

費

費

費

費

料

課

費

費

料

費

手

生

通

搬

品

本

料

公

料

数

厚

議

交

運

製

料

水

借

会

資

手

料

利

費

信

耗

刷

熱

税

書

払

給

福

会

旅

通

消

印

燃

光

賃

租

諸

図

支

雑

(一一般事業費)

(独自調査事業費)

(繰入金支出)

(積立預金支出)

減価償却積立預金

退職給与積立預金

(次期繰越収支差額)

次期繰越収支差額

(120,000)円

120,000

(4,175,000)

1,275,000

2,900,000

(370,000)

(50,000)

(140,873)

70,000

70,873

(3,600,000)

(1,127)

(基本財産運用収入)

基本財産利息収入

(会 費収 入)

個 人会 費 収 入

団体 会 費 収 入

(一般事業収入)

(寄付金収入)

(雑 収 入)

受 取 利 息

雑 収 入

(特別会計繰入金)

(前期繰越収支差額)

8,457,000十
ニ
ゴ
ロ⑧457,…1合十きロ合

2.特 別会計

支 出 の 部収 入 の 部

円

8,400,000

3,600,000

会 社 調査

調 査 費
一般会 計繰入金

12,000,000円会社調査受託金

12,000,000十
二
=
ロ

1a・ ・α…1合十
ニ
ニ
ロ合

二
、
弁
腰

地
区
は
西
側

に

一
部

カ
ラ

マ
ッ
林
が

あ
る

の
み
で
、
殆

ん
ど
が

、ミ
ズ

ナ
ラ
、

シ
ラ
カ

バ
、

ハ
リ
ギ
リ
、
ヤ

マ
ハ
ソ
ノ
キ
、

マ
カ
バ
、

ヤ
チ
ダ
モ
、
パ

ッ
コ
ウ
ヤ
ナ
ギ
、

オ

ニ
グ

ル
ミ

な
ど
を
主

と
し
た
広
葉
樹
林

で
、

チ
シ

マ
ザ

サ

の
密
度
も
高

い
。

三
、
婦
美
地
区
は
、
ク

マ
イ
ザ

サ
、

ス
ス
キ
、

ヵ

モ
ガ

ヤ
な
ど

の
多

い
耕
地
跡
草
原
と
、

シ
ラ

カ
バ
、

ミ
ズ

ナ
ラ
ニ
次
林
、

カ
ラ

マ
ツ
林

の
樹

林
地
帯
ど

に
大
別
さ
れ
る
。

'

四
、
古
平
地
区

は
、
広
葉
樹
林
が
多
く
、

チ
シ

マ
ザ

サ
、

ク
マ
イ
ザ
サ
の
密
生
地
も
多

い
。

チ

シ
マ
ザ
サ
は
三

m
近
く

、
ネ

マ
ガ
リ
ダ

ケ
的
な

も

の
が
多

い
。
ほ
か
に
カ
ラ

マ
ツ
林
、
ト
ド

マ

ツ
林
も
め
だ

つ
が
、
ト
ド

マ
ツ
林

の
成
績
は
あ

ま
り
ょ
く

な

い
。

(
調
査
担

当
⊥

局
畑

滋
氏
)

イ
ン
ド
の

自
然
保
護

運
動
瞥
見

八

木

健

1111邑1雄1

一
九
八

一
年

一
月
末

に
、

こ
の
イ

ソ
ド

の
北

部
(
ニ
ュ
ー
デ

リ
ー
か
ら

一
八
○
㎞
北
)
に
あ
る

ル
ー

ル
キ
ー
大
学

に
客
員
教
授
と
し

て
き

ま
し

た
。
か

つ
て
私
が
ピ

ッ
ツ
バ

ー
グ
大
学

の
客

員

教
授

の
と
き

の
教
え
子

の

一
人

で
あ

る

〉
●
国
●

O
ロ
讐
9。
博
士

が
こ
の
大
学

の
地
学
教
室

の
助
教

授
と
な
り
、

「
実
験
岩
石
学
」

の
実
験
室

を
創

設
す
る

の
で
、
助
力

し
て
ほ
し

い
と

い
う

こ
と

で
や

っ
て
き

た
の
で
す
。

い
ま
週

二
回
ず

つ
実

験
岩
石
学

の
講
義

を
し
て
い
ま
す

が
、
主
任

教

授
を
は
じ
め
多
く

の
職
員
も
出
席
し
、
学
生
も

実

に
熱
心
に
聴

い
て
く
れ

ま
す
。

こ
こ
に
来

て
び

っ
く

り
し
た
の
は
、
大
学
め

構
内

に
野
鳥

が
多
く

、
し
か
も
人
を
怖
れ
な

い

こ
と

で
す
。
そ
れ
で
近
づ

い
て
よ
く
鳥

の
観
察

が

で
き
る

の
で
、
さ

っ
そ
く

ス
ケ

ッ
チ
を
は
じ

め
、
ま
た
図
書
館

か
ら

「
イ
ソ
ド

の
鳥
」
と

い

う
本
を
借

り
出
し
て
き

て
、
多
少
調

べ
て
い
ま

す
。
き

て
ま
も
な

い
頃

、
パ
ー
テ
ィ
ー
で
私

の

・3・



ス
ケ

ッ
チ
ブ

ッ
ク
を
み
た
副
学
長

の
ナ
レ
ー
ン

博
士

(
ル
ー
ル
キ
ー
大
学

は
州
立

で
ウ

ッ
タ
ー

プ

ラ
デ

ッ
シ

ュ
州

の
知
事
が
学
長
を
兼
任

、
し

た
が

っ
て
副
学
長

が
事
実
上

の
学
長
)
が

「
い

い
人
を
紹
介
し
ま
し
よ
う
」
と

い

っ
て
引
き
合

わ
せ

て
く
れ
た
の
が
、
中
央
建
築
研
究
所
長

の

モ

ハ
ソ
博

士
で
し
た
。
さ

っ
そ
く
そ

の
翌
日

の

日
曜
日

の
早
朝

モ

ハ
ソ
さ

ん
が
会
長
を
し
て

い

る
野
鳥

観
察
会

の
会
員

一
同
と
大
学

の
付
近

の

探
鳥
会

に
参
加

し
ま
し
た
。

ル
ー

ル
キ
ー
は
小

さ
な
大
学
町

で
、
町

の
大
半
が
大
学
で
し
め
ら

れ
、
そ

の
中

に
私

の
宿
泊

し

て
い
る

「
ア
ジ
ア

ア
フ
リ
カ
会
館
」
も
あ
り
、
た

い
へ
ん
落

ち

つ

い
た
美

し
い
キ
ャ
ソ
パ
ス
で
す
。
そ
れ

で
そ

の

キ

ャ
ン
パ
ス
の
は
ず
れ
か
ら
ず

っ
と
原

っ
ぱ

の

中

の
道
を
歩
き
、
陸
軍
基
地
ー

と
い

っ
て
も

工

作
部
隊

で
全
然
鉄
砲
な
ど
は
打

っ
て
い
ま
せ
ん

ー

の
ま
わ
り
を
見

て
く

る
と
い
う

コ
ー
ス
で
時

間
は

二
時
間
ほ
ど
で
し
た
。
そ

の
時
間

の
間

に

見

た

の
は
何

と
三
〇
種
類
を
越
え
ま
し
た
。

ス
ズ
メ
、

ム
ク
ド

リ
、

セ
キ
レ
イ
、
カ

ラ
ス

モ
ズ
、
メ
ジ

ロ
、
ト
ビ
、

ハ
ト
な
ど
は
、
ど
れ

も

旧
本

の
そ
れ
と
よ
く
似

て
い
て
す
ぐ

わ
か
り

ま
す

が
、
全
く
見
た

こ
と
も
な

い
美

し

い
ハ
チ

ド

」
、
尾

の
長

い
ド

ロ
ン
ゴ
、
美

し
い
声

で
な

く
グ
リ

ン

・
パ

ル
ペ

ッ
ト
、
い

つ
も
五

、
六
羽

で
歩

い
て
い
る

の
で

「
七
人
姉
妹
」

と
も
呼
ば

れ
る
バ
ブ
ラ
ー
、
赤

い
ク
チ
パ

シ
、
青

い
背

、

真
自

な
胸

の
カ
ワ

セ
ミ
ー
:
-
な
ど
が
眺

め
ら
れ

す

っ
か
り
う
れ
し
く
な

っ
て
し
ま

い
ま

し
た
。

そ
ん
な
わ

け
で
、
こ
の
と

こ
ろ
せ

つ
せ
と

ス
ケ

ッ
チ
を

し
て
い
ま
す
が
、
も
う

二
、
三
〇

の
画

が
で
き

ま
し
た
。

モ

ハ
ン
博
士
は
、
そ

の
他
に
イ

ン
ド

の

「
自

然
保
護
協
会
」
や
「
ワ
イ

ル
ド

ラ
イ

フ
ク
ラ
ブ
」

な
ど

の
会
員

で
、
本
務

の
仕
事

の
か
た
わ

ら
、

こ
れ
ら
の
自
然
保
護
関
係

の
仕
事

に
も
か
か
わ

っ
て

い
る
よ
う

で
す
。

こ
の
間
は
、
ワ
イ

ル
ド

ラ
イ

フ
主
催

の

「
野
生
動
物

の
絵

画
展
」

が
建

築
研
究
所

の
講
堂

で
ひ
ら

か
れ
た

の
で
い

っ
て

見

ま
し
た
。

一
年
生

か
ら
高
学
年
生
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の

グ

ル
ー
プ
が
思

い
思

い
の
画
を
か
い
て
い
ま
し

た
が
、
「
鹿
を
襲
う
虎
」
、
「
荷
物

を
は
こ
ぶ
象
」

「
羊

の
む
れ
」
な
ど
、

い
か
に
も
イ
ン
ド
ら
し

い
画
が
多
く
た

の
し
み
で
し
た
。
そ
し

て
、
そ

れ
ぞ
れ

一
等
賞

、

二
等
賞

…
…
な
ど
が
あ
り
ま

し

た
が
、
全
参
加
児
童

に
そ
れ
ぞ
れ
学
年

に
あ

っ
た

ク
レ
ヨ
ン
と
か
水

彩
と
か
の
賞
品
が
贈
ら

れ

て
喜
ん

で
い
ま
し
た
。
父
兄
も
大
ぜ

い

つ
き

そ

っ
て
来

て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
私

に
日
本

の

話
を
し

て
ほ
し

い
と
い
う
注
文

で
、
オ

ー
パ
ー

ヘ
ッ
ド

・
プ

官
ジ

ェ
ク
タ
ー
で
、
画
を

か
き

な

が
ら
、
北
海
道

の
タ
ン
チ

ョ
ウ
ヅ

ル
と

ハ
ク
チ

ョ
ウ
、
佐
渡

の
ト
キ
の
話
を
し

て
あ
げ
ま
し
た

ら
、
皆
大

よ
ろ
こ
び

で
し
た
。

自
然
保
護
協
会
や

ワ
イ

ル
ド
ラ
イ

フ
ク
ラ
ブ

な
ど
の
会
誌

は
月
刊
あ

る
い
は
季
刊

で
出

さ
れ

て
い
る
よ
う

で
す
が
、
そ
れ
を

の
ぞ
く

と
イ
ン

ド

で
も
自
然
保
護

に
と
り
く
ん
で
い
る
様

子
が

よ
く
わ

か
り
ま
す
。
面

白

い
の
は

「
タ
イ
ガ
ー

プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
過
去
七
年
間
に
五
〇
万
ド

ル

が
費
や
さ
れ
た
」
な
ど
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
が
あ

っ
た
り
、
「
虎

の
す
む

ジ

ャ
ソ
グ

ル
を
歩
く
よ
り

都
会

の
道
路

の
方
が
は
る
か
に
恐
ろ
し

い
。
交

通
事
故
死

は
虎

の
被
害

に
よ
る
死
者
よ
り
ず

っ

と
ず

っ
と
多

い
…
…
」

と
い

っ
た
記
事

で
、
さ

す
が
虎

が
住
ん
で
い
る
お
国
な
ら
で
は
…
…
と

思
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
虎
も
減
り

つ
つ
あ
る
の

で
、
人
間
と
共
存

し

つ
つ
虎
を
存

続
さ
せ
る
方

法
を
考
え

て
い
る
の
で
、
北
海
道

の

ヒ
グ

マ
の

こ
と
を
思

い
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
子
供
た
ち
が
野
生

動
物
を
観
察

で
き

る
よ
う
な
ペ
リ

ス

コ
ー
プ

の

つ
く
り
方
な
ど
も

書

い
て
い
ま
す
。
か
な
り
子
供

た
ち

に
焦
点
を

合
わ
せ

て
い
る
点

は
、
わ
が
北
海
道
自
然
保
護

協
会
も
と
り
入
れ
て

い
い
と
こ
ろ

で
し

ょ
う
。

こ
の
よ
う

に
野
鳥

が
多
く
馴
れ

て
い
る
の
は

生
物

を
あ
わ

れ
む

と
い
う
仏
教
や

ヒ
ソ
ズ

ー
教

の
伝
統

の
故

か
と
思

い
ま
す

が
、
さ
ら

に
各
地

に
サ

ン
ク
チ

ュ
ア
リ
ー
が
あ

っ
て
、

こ
こ
よ
り

も
さ
ら
に
多

く

の
鳥

が
み
ら
れ

る
と

い
う

こ
と

な

の
で
、
来
週

で
か
け
る
の
を
楽
し

み
に
し

て

い
ま
す
。

大

学
の
構
内

に
は
ほ
と
ん
ど
車
を

み
か
け
ま

せ
ん
。
人

々
は
大
部
分
歩
く

か
、
自
転

車
で
、

ス
ク
ー
タ
ー
に
の

っ
て
い
る
の
は

か
な
り

の

エ

リ
ー
ト
で
す
。
戦
後

日
本

で
流
行
し
た
リ

ソ
タ

ク
が
こ
こ
で
の
主
要
な
乗
物

で
、
人

々
は

「
リ

キ

シ
ャ
」
と

よ
ん
で
愛
用
し

て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
静

か
な
落
ち

つ
い
た
環
境

に
い
る
と
、

い

ろ
い
ろ
新
し

い
考
え
も
浮

か
ん

で

き

ま

す
。

「
果
し

て
日
本
は
イ

ソ
ド
よ
り
も
先
進
国

な
の

だ
ろ
う

か
」
な
ど
と
考
え
さ
せ
ら
れ
て
い
る
こ

の
頃

で
す
。

(
二
月
、
イ

ソ
ド

に
て
、
会
長
)

お

知

ら

せ

コ

ー

ナ

ー

◆
北
海
道
自
然
観
察
指
導

員
講
習
会

の
開
催

最

近
、
各

地
で
ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア
活
動

に
よ
る

自
然

観
察
会

が
盛

ん

に
な

っ
て
い
ま
す
が
、

こ

の
よ
う
な
自
然
観
察
会

を
正
し
く
進

め
て
い
く

た
め
に
、
自
然
保
護

の
意
識

の
啓
発

に
十
分
応

え
う

る
自
然
観
察
指
導
員
を
養
成
し
、
自
然
保

護
思
想
普
及

の
核
に
な

っ
て
も
ら
う

こ
と
を
ネ

ラ
イ
と
し

て
お
り
ま
す
。

主
催

(
財
)
日
本
自
然
保
護
協
会

、
本
協
会

後
援

北
海
道

、
道
教
育
委

員
会

、
真
狩
村

一

期

日

八
月

八
日
～
十

日

(
二
泊

三
日
)

や
し
ろ

場
所

道
新
羊
蹄
自
然
の
家

(真
狩
村
字
社
)

講
師

青
柳
昌
宏
・
筑
波
大
学
附
属
盲
学
校
副
校
長

外

五
名

参
加
資
格

二
〇
才
以
上

募
集
人
員

六
〇
名

(道
内
五
五
道
外
五
)

参
加
費
用

一
〇
、
○
○
○
円

(主
催
協
会
会

員
は
八
、
五
〇
〇
円
)

締
め
切
り

七
月
二
〇
日

(月
)

申
込
方
法

返
信
用
封
筒
同
封
の
上
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
、
年
令
、
性
別
、
所
属

団
体
、
主
催
協
会
の
会
員
か
非
会
員

か
、
自
然
観
察
会
な
ど
へ
の
参
加
経

験
の
有
無
を
明
記
し
て
応
募

申
込
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

当
協
会

そ
の
他

受
講
終
了
者
に
は

「自
然
観
察
指
導

員
」
の
ラ
イ
セ
ン
ス
が
交
付
さ
れ
る
。

昭
和

五
十

六

年

六

月

一
日
発

行

〇
六
〇

札
幌
市
中
央
区
北

「
条
西
七
丁
目

広
井
ビ

ル
五
階

発

行

所

灘
燗

北

海

道
自

然

保
護

協

会

電

話

(O

噸
一)
二
六
一ー
六
五
八
六
(代
)

(〇
一
一)
二
五
一
-
五
囚
六
五
(直
)

郵

便

振

替

口

座

小

樽

四
〇

五
五

北
海
道
拓
殖
銀
行
本
店
〇
一
七
二
五
九

北

海

道

銀

行

本

店

一
〇

一
四
四
四

発

行

人

八

木

健

三

印

刷

札

幌

印

刷

株

式

会

社
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